
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

全国障害者スポーツ大会に出場！ 

 

 

 かりいほ便り 
 第１７号  

平成３０年９月１日 

出場者 出場競技 県大会成績 

望月 利浩 ボウリング 第3位(272ピン) 

真山 尚美 ボウリング 優勝(278ピン) 

下野 直美 ソフトボール投げ 優勝(37.47m) 

 

第18回全国障害者スポーツ大会が10月13日（土）から15日（月）までの3日間、

福井県にて開催されます。かりいほからはボウリングで2名、ソフトボール投げで1

名出場します。 

ボウリングに出場する2名は今年3月に行われた栃木県のふれあいボウリング大会

でも優勝、第3位と輝かしい成績を残しています。大会に参加する度に全国大会を

意識し、ついに今年念願の出場権を勝ち取ることができました。両名とも初出場と

のことで、未だ知らぬ全国のレベルに緊張し、不安を抱きながらもベストスコアを

出そうと練習に励んでいます。ソフトボール投げに出場する利用者は昨年9月に行

われた栃木県障害者スポーツ大会で優勝しました。県大会記録を持ち、未だに破ら

れていません。過去にも全国大会に出場したことがあり、その際は第3位という素

晴らしい結果を残しましたが、今回は優勝を目指し日々頑張っています。 

3名とも栃木県の代表という誇りを持ち、プレッシャーと闘いながらも良い結果

を栃木県、かりいほ、保護者の方々等に報告できるよう精一杯努力していますので

、応援宜しくお願いします。 

 



 

 

冬場の剪定を終えて、かりいほの銀杏畑の草刈りと下枝の剪定を始めました。 

去年は、剪定した木を中心に光が当たり、クスサンという毛虫が多く発生しました。 

体長 8センチになる大型の毛虫で、無毒でありながら食欲旺盛で落葉広葉樹に発生し

ます。かりいほの銀杏畑では、害虫の発生源になる草の除去や根元から延びる枝の剪

定を細かくすることで抑えようとしています。また交差した枝伝いに木を渡っていく

為、枝の先端を剪定する【武者立ち】をしていくようにしています。 

 

かりいほ銀杏 2018、始動！ 

 

下枝の剪定風景 

クスサンによる食害 

今年もいっぱい 

実りますように… 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の宿泊旅行 

高橋良友さんと藤田聖尚さんの利用者二人と、６月２４日から１泊２日で、鬼怒

川温泉宿泊の旅行に行ってきました。１日目は鬼怒川温泉まで車で行き、鬼怒川温

泉駅と下今市駅間をＳＬ大樹に乗って往復、その後鬼怒川ライン下り。２日目は楯

岩公園散策、日光さる軍団劇場に行きました。 

 ＳＬ大樹はⅭ１１型で昨年乗った、真岡鉄道の機関車より大きいので、良友さん

は「でっかい」と言って喜んでいました。３両の客車は満席でした。大きな汽笛を

合図に出発。ゆっくり、ゆっくり走る。「ＳＬに手を振ろう」のキャンペーンで沿

道の人は手を振り、車中の人も手を振っていた。藤田君はジーっと前を見つめ、良

友君は窓に耳を当て震動を楽しみ、煙の臭いを味わいながら、下今市駅まで約 30分

の旅でした。帰りも乗車するので発車時刻まで、転車台で機関車が方向転回する様

子や展示場で蒸気機関車の仕組み、地域のＳＬの変遷の写真を見学しました。展示

場ではＳＬが「どうやって動くの」と質問してきたので、模型を見ながら説明をし

ました。昼食を食べまたＳＬ大樹に乗って鬼怒川温泉に戻りました。 

 次は、鬼怒川ライン下りをしました。川の水が少なく、船頭さんの「ビニールを

上げて」の合図で、二人とも他の乗船客と一緒にビニールを持ち上げていました

が、しぶきを浴びるような迫力は楽しめませんでした。船頭さんの楽しいトークを

聞きながらの、暑い中でしたがゆっくり舟下りを楽しめました。 

 二日目は、ホテル近くの楯岩公園を散策しました。吊り橋があり,下は昨日舟下り

をした鬼怒川で、ちょうど和船が通っていきました。その後日光さる軍団劇場に行

きました。世界中サッカーＷカップで、盛り上がっている時で、ここでもさる達が

日本対ポルトガルのサッカーの試合をしていました。帰りは湯西川を通ってきまし

た。野生の猿を見ました。猿は４本足の動物だったことを再認識しました。 

 かりいほでは、開設当初から宿泊旅行を行っていました。それは「楽しい施設」

にするためです。当時は車を連ねて名所めぐり、名物を食べる、ハイキング等を行

っていました。最近は少人数で、利用者が希望した所に行くことが多くなってきて

います。見学、体験、遊び等さまざまですが、いろんな経験をしてもらいたいで

す。そして知識、社会性、マナー等を身に付け、さらに成長していってほしいで

す。これからも「楽しい施設」になるように、利用者と職員が一緒になって進めて

いきたいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

かりいほ茶のお知らせ 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wix.com/home 

平成３０年度のかりいほ茶が完成しました。 

今年は冬が寒く、暑い春がやってきました。春を待つ新芽は、慌てたように顔を出

しましたが、さすがの暑さに疲れているようでした。ゴールデンウィークはよい天

候で期待したのですが、その後、雨が続き気温も上がらない状況でした。相当早ま

ると思われた収穫も、蓋を開けてみれば３日ほど早まった程度でした。 

茶摘みは、３日間という短い収穫期の中、ボランティアさんの助けもあり、新芽

を 1つ 1つ手摘みで最後まで摘み取ることができました。ありがとうございまし

た。 

今年のお茶は「一芯」と名付けました。みんなで心を一つに摘み取ったお茶と言

う意味と、これからもかりいほ運営・支援を心一つに合わせて取り組んでいきたい

と言う想いを込めました。 

まだまだ発展途上のかりいほ・かりいほ茶ですが、今年のお茶を味わっていただ

ければ幸いです。 

これからも、かりいほ・かりいほ茶を応援いただけるよう、一丸となって取り組

んでいく所存です。 


